











質細胞が多数認められ, うち 70～80％が IgG4陽性であ
る. kappa/lambda陽性細胞の比率は約 1:1で,有意な
偏りはみられない.形質細胞を主体とする炎症細胞浸潤













武井 洋一，?腰原 啓史，?小口 賢哉 ?





















らは後頭葉を含む大脳皮質全体に極めて多量 (図 1. A),
左右差の判別は困難.Braak and Braak分類では,NFTは








図２ IgG (左)陽性細胞のうち,半数程度が IgG4(右)陽性.
図１ A:左側頭葉に認める老人斑. その量は極めて多量


















樋口 真也，??古澤 英明，? 五十嵐善男 ?
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り」な印象. 切離した小脳と脳幹の重量は 120g. 割面で
は,側脳室が拡大し尾状核は萎縮性.淡蒼球と視床下核
はやや褐色調で萎縮性にみえる.黒質,青斑核の色調は
保たれている.組織学的に,大脳皮質の層構造は保たれ
ており,基底核の神経細胞の細胞脱落は軽度. Betz細胞
には好酸性の封入体を胞体にしばしば認める.大脳白質
は前頭葉にびまん性に髄鞘の淡明化がみられる.小脳歯
状核に軽度 grumose変性あり.脊髄の前角細胞は保たれ
ている. 脊髄側索には軽度の淡明化とマクロファージ
(CD68陽性)の浸潤あり.一方, IC2免疫染色では,神経
細胞とグリア細胞の核に陽性の所見が,大脳皮質,基底
核視床, 脳幹にかけて広汎に認められた. IC2陽性所見
は,皮質に比べて大脳白質は軽度であった.中枢神経系
に明らかな感染巣は認めなかった.【問題点】 DRPLA
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